





Fatigue Strength of High Strength 




































使用鉄筋はSR24-32世， S D30-D32， S D35-D 




鉄筋の種類 降伏点 引張強さ 伸び率 曲げ試験
kg/rrnd kg/rrnd % 結 果
SR24-32匝 2 8.5 42.6 4 1 good 
SD30-D32 3 4.1 5 3.4 3 2 11 
SD35-D32 37.5 5 4.0 3 7 // 
S D40-D32-1 * 44.9 64.2 3 2 // 
SD40-D32-2** 4 0.1 6 0.1 2 7 11 
」一一『ー ー L一
* DACON 40， * * RIVERCON 40 
2.2 溶接条件
アーク手溶接で溶接を行った.溶接棒は SR241こ対し




























































シを持つ異形鉄筋である SD30， SD35， SD40はかな
り低くなっている. 2 x 10'回の疲れ強さは SR24が26









な応力集中で決定されるため， 2 x 10'回で SR24が16










ばらつきが大きく 2x 10'回の疲れ強さで SR24で15-
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のばらつきも少ない. 2 x 10'回の疲れ強さで SR24の
場合17-19kg/rrml(下向溶接)， 15-18kg/凶(横向溶接)
SD 30， SD 35， SD 40で、12-15kg/凶(下向溶接)10-
14kg/mm2 (横向溶接)となっている.乙れもグラインダー
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溶接部の応力集中が大きし 2x 10'回の疲れ強さは S
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